
ダイワ・ファンド・シリーズ ダイワ新興国債券ファンド
（米ドル建／毎月分配型）－通貨ブリッジ－
（ブラジル・レアル・ヘッジコース、豪ドル・ヘッジコース）

足元の運用状況について

2019年8月21日

投資環境：アルゼンチン⾦融市場の動向について
2019年8月11日（現地）、アルゼンチンで10月に実施予定の⼤統領選挙の予備選挙が実施されました。

その結果、与党連合から出⾺したマクリ現⼤統領が中道左派の野党連合から出⾺したアルベルト・フェル
ナンデス候補に⼤敗しました。マクリ政権が進める財政緊縮政策によって景気の低迷が続き、国⺠の不満
が高まっていたことが今回の結果につながったとみられています。これを受け、アルゼンチンの⾦融市場
では、株式、債券、通貨が⼤きく下落する結果となりました。

アルゼンチンは現在、IMF（国際通貨基⾦）から⾦融⽀援を受けています。マクリ⼤統領は今回の選挙
活動の中で、現在IMFとの間で合意している緊縮財政や年⾦、労働等の構造改革を進めていく意思を示し
ていました。一方、中道左派の野党連合は、IMFとの合意内容を⾒直すことを示唆するなど、市場にとっ
て好ましくない政策運営に転換するとみられています。市場ではマクリ⽒の劣勢こそ⾒込まれていたもの
の、⼤差をつけられるのは想定外でした。今回の予備選挙の結果から、市場の先⾏き不安が一気に高まっ
た格好となりました。次期政権による政策運営やIMFとの関係悪化に対する懸念が払拭されない限り、ア
ルゼンチンの債券および為替市場は当面、不安定な値動きが続くことが想定されます。他方、アルゼンチ
ン市場の不安定化が他の新興国市場に与える影響は現時点では限定的だと考えています。アルゼンチンの
状況が同国固有のものであること、アルゼンチン以外の新興国経済はやや減速しつつも底堅く推移してい
るためです。ただし、今後は⽶中貿易戦争など、世界経済の先⾏き不透明要因は他にもあることから、他
の新興国市場への波及度合いについては慎重に⾒極める必要があると考えています。

ファンドにおけるアルゼンチン国債の保有状況（8/19時点）

通貨ブリッジ ： 9.54％

今後の運用方針
投資環境で述べた通り、アルゼンチンの債券に関しては、当面不安定な値動きが続くことが想定される

ため、状況を注視しながら慎重な投資姿勢が必要だと考えています。一方、その他の経済が⽐較的良好な
新興国については、主要先進国が⾦融緩和姿勢を強める中で相対的に魅⼒的な債券利回りなどから、影響
が⻑引く可能性は低いと考えています。

今後とも新興国を取り巻く環境に注意を払いつつ、国別での政治、経済、社会問題などを考慮して、国
別アロケーションを決定していく方針です。

※⽐率は債券ポートフォリオに対するものです。
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基準価額・純資産の推移

ブラジル・レアル・ヘッジコース

豪ドル・ヘッジコース

※「分配⾦再投資基準価額」は、分配⾦（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、管理報酬等は控除しています。
※上記は過去の実績を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。
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ファンドの目的・特色

当ファンドは、特化型運用を行います。 

 
ファンドの目的 
 

● 米ドル建ての新興国債券（注）に投資し、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長を目指します。 
（注）「新興国債券」とは、新興国の政府、政府関係機関、州、その他の地方公共団体が発行する債券をいいます。以下同じです。 

 
ファンドの特色 
 

1． 米ドル建ての新興国債券に投資します。 
 JP モルガン・エマージング・マーケッツ・ボンド・インデックス・プラス（＊）を参考に運用を行います。 

＊ J.P.モルガン・セキュリティーズ・エルエルシーが算出し公表している流動性の高い米ドル建ての新興国国債の
パフォーマンスを表す代表的な指数です。 

 国別配分および年限構成の決定については、各国の経済情勢および信用力等を考慮します。 
 投資対象銘柄の決定については、各銘柄の流動性、利回り水準等を考慮します。 

2． 米ドル建て資産に対して、各コースは米ドル売り、取引対象通貨買いの為替取引を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3． 毎月 10 日（休業日の場合、翌営業日）に、分配方針に従い、分配を行います。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 

 

◆ファンドの名称は「ダイワ・ファンド・シリーズ－ダイワ新興国債券ファンド（毎月分配型）」であり、各コースの名称は「米ドル建 ブ

ラジル・レアル・ヘッジコース」および「米ドル建 豪ドル・ヘッジコース」ですが、愛称である「通貨ブリッジ」と併せて「ダイワ・

ファンド・シリーズ－ダイワ新興国債券ファンド（米ドル建／毎月分配型）－通貨ブリッジ－」と総称し、各コースを「ブラジル・レア

ル・ヘッジコース」および「豪ドル・ヘッジコース」と表記しています。 
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投資リスク
 

● ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証され
ているものではなく、これを割り込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属し
ます。投資信託は預貯金と異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「債券の価格変動（価格変動リスク・信用リスク）」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「その他（流動性リ
スク等）」 
※ 取引対象通貨の金利が米ドルの金利より低いときには、金利差相当分がコストとなり、需給要因等によっては、さら

にコストが拡大することもあります。 
※ NDF 取引を用いて為替取引を行う場合、コストは、需給や規制等の影響により、金利差から予想される水準と大き

く異なることがあります。 
※ 新興国には先進国とは異なる新興国市場のリスクなどがあります。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
 
● その他の留意点 
ファンドの受益証券の基準価額は、米ドル建てにより表示されるため、円貨から投資した場合には、円貨換算した基準
価額は、円貨と米ドル貨の間の外国為替レートの変動の影響を受けます。 
 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 
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ファンドの費用

 

※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。 
※ これらの詳細につきましては、請求目論見書の該当箇所をご参照ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 

購入は、口数でのみお申込みいただけます。 
購入時手数料の額は、購入口数に応じて、次に掲げる率を乗じて得た額とします。 

購入時の申込口数 手数料率 

5,000 口未満 購入金額の 3.24％（税抜 3.00％） 

5,000 口以上 5 万口未満 購入金額の 1.62％（税抜 1.50％） 

5 万口以上 10 万口未満 購入金額の 1.08％（税抜 1.00％） 

10 万口以上 購入金額の 0.54％（税抜 0.50％） 

購入時手数料は、購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提供、取引執行 
等の対価として販売会社に支払われます。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

換金（買戻し）手数料 ありません。 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

管理報酬等 

ファンドの資産から支払われる総報酬は、純資産総額の年率 1.34％程度および年間
42,000 米ドルです。 
（注）受託報酬および管理事務代行報酬ならびに資産保管報酬に最低報酬金額が設定さ

れているため、各コースの純資産総額の合計額によっては、年率 1.34％程度を上
回ることがあります。 

その他の費用・ 
手数料 

ファンドは、弁護士報酬、監査人報酬等の直接の運営のコストおよび費用を負担する場
合があります。 
※｢その他の費用・手数料｣については、ファンドが負担することにより、投資者の皆様

が間接的にご負担いただくことになります。これらの費用については、運用状況等に
より変動するため、事前に料率、上限額等を示すことができません。 
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販売会社等についてのお問い合わせ⇒ ⼤和投資信託フリーダイヤル0120-106212 （営業日の9:00〜17:00 ） HP https://www.daiwa-am.co.jp/

当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために⼤和投資信託が作成したものです。
当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論⾒書）」
の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。
投資信託は値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は⼤きく変動します。したがって、
投資元本が保証されているものではありません。信託財産に⽣じた利益および損失はすべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯⾦とは異なります。
投資信託は預⾦や保険契約とは異なり、預⾦保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま
せん。証券会社以外でご購⼊いただいた投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するも
のではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するもの
ではありません。記載する指数・統計資料等の知的所有権、その他一切の権利はその発⾏者および許
諾者に帰属します。また、税⾦、⼿数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆さまの実質的な投
資成果を示すものではありません。記載内容は資料作成時点のものであり、予告なく変更されること
があります。記載する投資判断は現時点のものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものでは
ありません。
当資料中で個別企業名が記載されている場合、あくまでも参考のために掲載したものであり、各企業
の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み⼊れることを、示唆・保証する
ものではありません。
分配⾦は収益分配方針に基づいて管理会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するも
のではありません。分配⾦が⽀払われない場合もあります。
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